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第２８９号
発　　行

千 代 公 民 館
編　　集

広 報 委 員 会
印　　刷

有限会社飯田写真印刷
＜千代の人口＞
平成２８年１０月末日現在
男　826名（−４）
女　901名（−４）

合計 1,727名（−８）

　

千
代
高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
会
長

西
尾
喜
好
）
は
、
十
月
十
八
日

千
代
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
於

い
て
、
年
一
回
の
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
が
悪
く
、
予
定

日
よ
り
一
日
遅
れ
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
マ
レ
ッ
ト
愛
好
家

の
人
達
が
多
く
い
ま
す
が
、
二

十
七
名
が
参
加
し
、
和
気
あ
い

合
い
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢

に
合
わ
せ
た
プ
レ
ー
を
し
、
親

睦
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
大
郡
、
法

山
、
米
川
、
下
村
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
が
、「
こ
の
機

　

十
一
月
十

三
日（
日
）千

代
地
区
文
化

祭
が
千
代
小

学
校
体
育
館

に
於
い
て
盛

大
に
開
催
さ

れ
た
。
残
念

な
が
ら
雨
で

中
止
と
な
っ

た
先
月
の
市

民
運
動
会
と

は
打
っ
て

コ
ー
ヒ
ー
を

楽
し
め
る
カ

フ
ェ
も
併
設

さ
れ
と
て
も

楽
し
め
る
文

化
祭
と
な
っ

て
い
た
。

　

屋
外
の
テ

ン
ト
広
場
で

は
五
平
餅
、

フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
、
焼
き

鳥
の
人
気
メ

最
優
秀
賞
「
杜
の
収
穫
祭
」

　

下
瀬
ふ
る
さ
と
村
様

優
秀
賞
「
一
休
み
」

　

米
川
公
民
館
様

ア
イ
デ
ア
賞
「
真
田
丸
」

　

大
郡
公
民
館
様

案
山
子
総
数　

十
四
体

投
票
数
：
六
百
四
十
七

寄
せ
ら
れ
た
感
想
（
抜
粋
）

・
毎
年
見
に
来
て
い
ま
す

・
こ
ん
な
素
敵
な
田
ん
ぼ
は
見

た
こ
と
が
な
い

・
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
は
是
非

続
け
て
ほ
し
い
で
す

　

十
月
二
日
（
日
）
真
夏
の
様

な
日
差
し
の
中
午
前
九
時
よ
り

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
の
稲
刈
り
が
行

わ
れ
た
。
参
加
者
は
地
区
外
よ

り
四
十
余
名
、
総
勢
百
三
十
名

だ
っ
た
。

　

冒
頭
川
手
重
光
ま
ち
づ
く
り

委
員
長
の
挨
拶
、
渕
田
隆
産
業

建
設
部
長
の
注
意
説
明
に
よ
り

始
ま
っ
た
。
秋
の
長
雨
の
影
響

で
沼
田
に
足
を
捕
ら
れ
苦
戦
し

た
神
戸
の
中
学
生
は
、「
稲
刈

り
は
辛
ど
い
。」
と
言
っ
て
い

た
。
千
葉
の
若
者
は
、「
子
供

の
頃
か
ら
来
て
い
る
千
代
は
自

分
の
故
郷
そ
の
も
の
だ
。」
と
、

手
際
良
く
刈
り
取
っ
て
い
た
。

多
く
の
人
達
が
刈
る
作
業
は
難

無
く
出
来
る
が
、
結
束
は
ベ
テ

ラ
ン
の
方
々
頼
み
だ
っ
た
。「
稲

束
を
わ
ら
で
固
く
縛
る
事
や
は

ざ
掛
け
の
や
り
方
な
ど
確
か
な

技
術
の
伝
承
も
考
え
て
行
く
必

要
が
あ
る
。」
と
、
農
業
委
員

の
林
祐
子
さ
ん
は
言
う
。
一
時

間
半
で
作
業
も
終
わ
り
記
念
撮

影
を
し
た
。
い
い
汗
を
か
い
た

人
達
の
笑
顔
は
輝
い
て
い
た
。

　

続
い
て
会
場
を
千
代
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
収
穫
祭

が
行
わ
れ
た
。
ま
ち
づ
く
り
の

女
性
委
員
の
方
々
に
よ
る
お
は

ぎ
、
千
代
ね
ぎ
、
千
代
福
豚
を

使
っ
た
豚
汁
、
モ
ツ
焼
き
、
く

る
み
の
会
の
五
平
餅
等
が
振
舞

わ
れ
大
好
評
だ
っ
た
。
名
古
屋

か
ら
参
加
の
女
性
は
、「
地
区

内
で
こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
出

来
て
良
い
所
だ
と
思
う
。」
ま

た
、
伊
賀
良
、
島
井
千
代
さ
ん

（
八
十
五
才
）
は
、「
自
分
と

同
じ
名
の
こ
の
地
の
人
柄
に
惹

か
れ
て
毎
年
来
て
い
ま
す
。」

と
、
そ
ん
な
話
を
聞
く
事
が
出

来
た
。

　

か
ぜ
さ
や
か
、
も
ち
ひ
か
り

地
区
内
外
の
人
々
と
の
交
流
と

多
く
の
も
の
4

4

が
収
穫
出
来
た
祭

り
だ
っ
た
。

　

十
月
二
十
二
日
（
土
）
十
五

回
目
と
な
る
南
信
濃
木
沢
地
区

と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。
今

年
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
気
温
で
、

ま
だ
紅
葉
も
少
し
遅
れ
て
い
て

短
い
秋
を
満
喫
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
天
候
に
恵
ま
れ
た
一
日
と

な
っ
た
。
参
加
人
数
は
木
沢
地

区
で
十
五
名
、
う
ち
女
性
が
四

名
。
千
代
地
区
か
ら
は
二
十
名
、

う
ち
女
性
一
名
で
今
年
も
楽
し

く
交
流
が
で
き
た
。
千
代
峠
で

は
お
昼
に
木
沢
の
人
達
に
よ
っ

て
遠
山
ジ
ン
ギ
ス
の
振
る
舞
い

が
あ
っ
た
。
千
代
側
に
向
け
て

の
下
山
、
途
中
に
丸
太
橋
を
渡

る
場
所
が
何
ヶ
所
か
あ
り
大
変

だ
っ
た
が
無
事
に
唐
沢
の
滝
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
交
流

会
は
千
代
公
民
館
調
理
室
で
行

わ
れ
、
佐
藤
副
市
長
も
参
加
さ

れ
、
楽
し
く
交
流
が
で
き
た
。

来
年
は
木
沢
側
へ
行
く
年
に
な

る
が
、
こ
の
交
流
が
長
く
続
い

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

た
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
に
営
業

開
始
し
た
飯
田
市
千
代
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
く

な
げ
の
郷
」
は
、
地
域
の
皆
様

か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
、
在
宅

福
祉
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
登
録
者
数
は
六
十
名

で
千
代
地
区
の
方
が
中
心
に
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
の
「
し
ゃ
く
な
げ

の
会
」
十
周
年
記
念
事
業
に
続

き
、
今
年
度
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
五
周
年
事
業
を
九

月
二
十
五
日
（
日
）
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

利
用
者
や
地
域
の
皆
様
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
記
念
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
五
年
間
の
歩
み
と

報
告
、
飯
田
市
長
寿
支
援
課
山

岸
係
長
の
講
演
「
飯
田
市
の
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
概
要
」、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
千
代
保
育
園
児
に
よ
る

太
鼓
演
奏
、
川
路
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
悪
徳
商
法

防
止
の
寸
劇
、
家
族
の
方
に
よ

る
踊
り
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

昼
食
会
で
は
き
の
こ
汁
や
五

平
餅
を
食
べ
て
、
楽
し
い
記
念

事
業
が
出
来
ま
し
た
。

や
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
舞
踊
、
人

形
劇
、
詩
吟
等
九
団
体
に
よ
る

熱
演
が
披
露
さ
れ
た
。
日
頃
の

熱
心
な
練
習
の
成
果
を
見
事
に

演
じ
た
。
来
場
者
数
は
三
百
名

を
超
え
た
。
参
加
さ
れ
た
一
人

ひ
と
り
が
来
年
を
待
ち
遠
し
く

感
じ
る
文
化
祭
に
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

会
に
未
組
織
の
地
区
も
ぜ
ひ
千

代
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

欲
し
い
」
と
の
声
が
参
加
者
の

多
く
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
上
位
入
賞
も

名
誉
で
す
が
、
高
齢
者
に
ふ
さ

わ
し
い
良
い
参
加
賞
も
あ
り
、

評
判
良
く
楽
し
い
半
日
で
し
た
。

高
齢
者
の
皆
様
の
交
流
は
、
地

域
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
人
口
も
千
代
地
区
は
多

く
、
未
組
織
の
地
区
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
よ
う
千
代
地
区
の

活
性
化
の
た
め
に
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り

　

優　

勝　

長
沼
清
隆
さ
ん

　

準
優
勝　

牧
田
茂
弘
さ
ん

　

三　

位　

篠
田
満
枝
さ
ん

変
っ
て
晴
天
に
恵
ま
れ
多
く
の

皆
さ
ん
が
来
場
し
た
。

　

展
示
物
は
保
育
園
児
か
ら
年

配
の
方
々
ま
で
幅
広
く
寄
せ
ら

れ
体
育
館
を
華
や
か
に
彩
っ

た
。
ス
テ
ー
ジ
前
で
は
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
や

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
け
ん
玉
、

凧
つ
く
り
と
参
加
型
の
も
の
が

多
く
、
体
験
の
合
間
に
は
本
格

ニ
ュ
ー
に
加
え
こ
の
時
期
に
は

欠
か
せ
な
い
豚
汁
、
お
で
ん
に

行
列
が
出
来
て
い
た
。
よ
こ
ね

米
や
千
代
ネ
ギ
、
は
ち
み
つ
の

販
売
や
新
成
人
に
よ
る
綿
菓
子

も
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

て
い
た
。

　

今
年
は
上
久
堅
公
民
館
の
橋

爪
館
長
始
め
広
報
委
員
の
方
々

も
来
場
さ
れ
、
両
地
域
の
絆
を

一
層
深
め
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

午
後
の
芸
能
発
表
会
で
は
歌

　

十
月
十
五
日
（
土
）
濱は

ま

野の

志し

隆り
ゅ
うさ

ん
の
公
演
が
行
わ
れ
た
。

　

千
代
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
は
昨
年
か
ら
「
健
康
で
生

涯
現
役
」
に
向
け
て
活
動
し
て

い
る
。
落
語
を
聞
い
て
笑
う
事

と
大
き
な
声
で
歌
い
元
気
に
な

ろ
う
と
言
う
濱
野
さ
ん
の
活
動

が
合
致
し
た
。

　

濱
野
さ
ん
は
落
語
を
聞
き
た

い
が
遠
く
の
会
場
へ
行
け
な
い

人
へ
笑
い
を
届
け
る
、
正
に
笑

い
の
宅
急
便
で
あ
る
。
ま
た
、

落
語
だ
け
で
は
な
く
、
ギ
タ
ー

を
弾
き
な
が
ら
童
謡
や
昭
和
歌

謡
を
会
場
の
人
と
一
緒
に
歌
う
。

落
語
の
時
は
着
流
し
姿
。
外
見

で
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　

参
加
し
た
下
村
の
清
水
八
重

さ
ん
は
「
楽
し
か
っ
た
し
元
気

に
な
れ
た
。
も
っ
と
、
何
回
で

も
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。
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○
一
月
八
日
（
日
）

「
成
人
式
」

○
一
月
九
日
（
月
）

「
消
防
出
初
め
式
」

○
一
月
二
十
九
日
（
日
）

「
第
三
回
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
」

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
九
月
二
十

四
日
（
土
）、
青
少
年
育
成
委

員
会
主
催
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
は
初
め
て
の
大
郡
地
区

で
の
大
会
と
な
り
、
多
く
の
参

加
者
が
ス
タ
ー
ト
の
千
代
小
学

校
へ
と
集
ま
り
、
約
六
十
名
の

人
々
は
開
始
前
か
ら
初
コ
ー
ス

へ
の
期
待
を
話
し
て
い
た
。

　

六
〜
七
名
ず
つ
に
組
分
け
を

し
た
各
チ
ー
ム
は
二
分
間
隔
で

大
郡
コ
ー
ス
へ
と
出
発
し
た
。

　

各
所
で
子
供
達
の
「
難
し

い
!!
」
や
「
へ
ー
そ
う
な
ん

だ
!!
」
等
の
楽
し
そ
う
な
声
が

響
く
中
、
大
人
も
秋
晴
れ
の
穏

や
か
な
一
日
を
満
喫
し
て
い
た
。

　

参
加
者
の
篠
田
未
琴
さ
ん

（
千
代
小
五
年
）
は
、「
問
題

は
難
し
か
っ
た
け
ど
初
め
て
歩

い
た
所
も
有
り
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

て
い
た
。

　

尚
、
今
回
初
め
て
大
郡
コ
ー

ス
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
大

郡
会
（
牧
田
正
巳
会
長
）
の
皆

さ
ん
を
始
め
、
大
郡
の
皆
さ
ん

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
と
の
こ

と
。
当
日
も
子
供
達
の
た
め
に

と
給
水
所
を
二
カ
所
設
け
、
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 　

千
代
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
は
去
る
十
一
月
六
日
、
七

日
に
ふ
る
さ
と
千
代
会
総
会
出

席
と
東
京
方
面
の
研
修
旅
行
を

行
い
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
は
五
十
九
名
の
参

加
が
あ
り
、
千
代
か
ら
の
参
加

者
と
信
州
飯
田
ふ
る
さ
と
連
合

　

十
月
二
十
九
日
（
土
）「
地

域
を
知
っ
て
友
達
と
遊
ぼ
う
in

上
久
堅
」
が
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
公
民

館
（
千
代
・
上
久
堅
・
龍
江
・

川
路
・
三
穂
）
主
催
で
行
わ
れ

た
。

　

内
容
は
、
小
野
子
人
参
収
穫

体
験
、
げ
た
飛
ば
し
、
お
に
ぎ

り
作
り
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
方
が
作
っ
て
く
れ
た
地

元
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
と
お

に
ぎ
り
で
の
食
事
交
流
会
。

　

友
達
が
出
来
、
ま
た
、
子
供

達
の
心
に
自
然
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
ふ
る
さ
と
竜
東
の
魅
力

が
刻
ま
れ
る
こ
と
願
っ
て
い

る
。千

代
小
三
年
　
北 

澤 

苺ま
い 

華か

　

こ
の
ま
え
の
に
ん
じ
ん
ほ
り

は
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ふ
つ
う
の
に
ん
じ
ん
と
は
ち

が
っ
て
長
い
し
あ
ま
く
て
お
い

　

十
月
一
日
（
土
）
今
年
は
残

念
な
が
ら
雨
天
の
た
め
、
十
年

ぶ
り
と
な
る
千
代
小
学
校
の
体

育
館
で
の
運
動
会
と
な
っ
た
。

　
「
輝
け
!
ぼ
く
ら
の
き
ら
き

ら
メ
ダ
ル
」
今
年
の
運
動
会
の

テ
ー
マ
は
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
だ
。

き
ら
き
ら
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て

元
気
い
っ
ぱ
い
行
い
た
い
と
い

う
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　

体
育
館
で
の
開
催
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
運
動
会
は
大
盛

り
上
が
り
。
未
満
児
さ
ん
か
ら

年
長
さ
ん
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

競
技
を
一
生
懸
命
に
、
そ
し
て

楽
し
く
行
わ
れ
て
い
た
。
年
長

さ
ん
の
太
鼓
は
体
育
館
の
中
で

よ
く
響
き
、
と
て
も
迫
力
が

あ
っ
た
。
年
長
さ
ん
の
最
後
の

見
せ
所
と
な
る
リ
レ
ー
で
は
、

九
人
と
い
う
少
人
数
で
も
と
て

も
白
熱
し
、
最
後
に
涙
す
る
子

も
い
て
、
感
動
で
き
る
も
の
と

な
っ
た
。

　

澤
田
園
長
先
生
は
「
保
護
者

の
方
か
ら
は
、
体
育
館
だ
っ
た

け
ど
子
供
と
の
距
離
が
近
く
感

じ
て
良
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞

か
れ
、
悪
い
感
想
も
な
く
良
い

運
動
会
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

晴
天
の
十
月
十
日
（
月
）
体

育
の
日
に
下
村
公
会
堂
で
朝
八

時
か
ら
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
下
村
分
館
で
は
実

に
七
年
ぶ
り
と
な
る
分
館
独
自

の
事
業
で
あ
る
。
柏
木
分
館
長

の
「
区
民
が
一
堂
に
集
ま
れ
る

イ
ベ
ン
ト
を
是
非
行
い
た
い
」

と
の
強
い
熱
意
で
実
現
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
七
十

名
を
超
え
る
区
民
が
参
加
し
た
。

殆
ど
の
人
が
初
め
て
体
験
す
る

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
事
で
、
分
館

役
員
が
ル
ー
ル
説
明
か
ら
審
判
、

ゲ
ー
ム
の
進
行
役
を
務
め
た
。

　

下
村
公
会
堂
の
一
階
と
二
階

の
二
会
場
を
使
っ
て
行
わ
れ
、

建
物
全
体
か
ら
響
き
渡
る
歓
声

で
盛
り
上
が
り
の
大
き
さ
が
想

像
で
き
る
。

　

参
加
者
は
口
々
に
楽
し
か
っ

た
、
又
や
り
た
い
と
声
に
出
し

て
い
た
。

　

午
後
は
下
村
区
恒
例
の
秋
の

祭
典
が
開
か
れ
た
。
午
前
中
の

賑
や
か
さ
を
引
き
継
ぎ
多
く
の

参
加
者
で
祭
典
を
盛
り
上
げ
た
。

　

地
域
の
活
力
を
感
じ
た
一
日

で
あ
っ
た
。

　

千
代
地
区
の
有
害
鳥
獣
防
護

柵
は
現
在
芋
平
地
区
か
ら
山
中

地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
私
が
住
ん
で
い

る
法
全
寺
地
区
の
中
心
地
区
か

ら
は
電
気
牧
柵
の
設
置
が
無
く

な
り
ま
し
た
。
防
護
柵
に
か

か
っ
た
費
用
は
、
中
山
間
地
直

接
支
払
制
度
交
付
金
の
三
分
の

二
（
共
同
取
り
組
み
分
）
の
一

千
八
百
万
円
と
国
か
ら
の
補
助

金
二
千
二
百
万
円
合
わ
せ
て
四

千
万
円
で
、
地
権
者
の
皆
さ
ん

か
ら
防
護
柵
設
置
場
所
の
無
償

貸
与
と
、
防
害
と
な
る
木
材
の

無
償
提
供
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
行
い
ま
す
山
中

か
ら
下
村
金
野
地
区
ま
で
六
・

三
キ
ロ
の
防
護
柵
も
同
様
に
建

設
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
防
護
柵
が
完
成
し

ま
す
と
、
千
代
地
区
が
十
七
キ

ロ
上
久
堅
地
区
が
十
一
キ
ロ
に

な
り
こ
れ
に
よ
り
竜
東
四
地
区

が
鳥
獣
害
防
護
柵
に
よ
り
囲
ま

れ
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
も
広
範

囲
に
わ
た
り
受
益
を
受
け
る
地

区
も
多
く
、
公
共
性
が
高
い
物

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
を
通
じ
て
、
維

持
管
理
費
も
市
の
補
助
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
来
年
度
よ
り

始
ま
る
維
持
管
理
費
は
千
代
十

七
キ
ロ
で
六
十
万
円
掛
か
る
見

込
み
で
す
。
地
区
の
皆
さ
ま
に

も
ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。
最
後
に
今
年
度
の
工
事
も

近
く
始
ま
り
地
区
の
皆
さ
ま
に

も
ご
迷
惑
掛
か
り
ま
す
が
、
こ

の
点
に
付
き
ま
し
て
も
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　

十
一
月
十
一
日
（
金
）
第
四

十
回
記
念
米
川
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

コ
ン
ペ
が
飯
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

米
川
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
川
手

重
光
会
長
）
は
、
年
に
二
回
大

会
を
開
催
し
て
お
り
、
節
目
の

大
会
は
、
叩
け
ば
叩
く
ほ
ど
多

く
の
金
額
を
し
ゃ
く
な
げ
の
会

に
寄
付
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会

と
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

十
八
名
で
開
催
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
「
あ
く

ま
で
気
持
ち
。
し
ゃ
く
な
げ
の

会
へ
の
想
い
の
結
集
。
心
を
寄

せ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

寄
付
を
受
け
取
っ
た
吉
澤
理

事
長
職
務
代
理
は
「
皆
さ
ん
の

気
持
ち
に
感
謝
。
先
輩
方
が
頑

張
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
今

の
し
ゃ
く
な
げ
の
会
が
あ
る
。

理
事
一
同
、
頑
張
り
た
い
」
と

お
礼
を
述
べ
た
。

し
か
っ
た
で
す
。
も
ら
っ
た
に

ん
じ
ん
で
と
ん
じ
る
を
作
っ
て

み
た
ら
あ
じ
み
で
食
べ
て
み
ま

し
た
。
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
お
の
ご
に
ん
じ

ん
を
食
べ
た
い
で
す
。

　

げ
た
と
ば
し
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん

と
ば
な
く
て
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
お
の
ご
に
ん
じ
ん
と
く

ら
べ
て
み
る
と
お
の
ご
に
ん
じ

ん
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
け
ど
、

げ
た
と
ば
し
も
は
じ
め
て
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

会
を
含
め
る
と
総
勢
九
十
三
名

余
の
総
会
と
懇
親
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

法
全
寺
出
身
で
ふ
る
さ
と
大

使
の
関
口
郷
子
さ
ん
の
司
会
で

進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
の
御
柱
祭
に
多
額
の
協

賛
金
を
頂
い
た
事
に
関
し
て
榊

山
野
池
区
長
か
ら
お
礼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
よ
こ
ね
米
を
参
加
さ
れ
た
方

々
に
お
贈
り
し
、
多
く
の
方
か

ら
お
米
の
注
文
を
頂
き
ま
し
た
。

　

く
る
み
の
会
の
五
平
餅
コ
ー

ナ
ー
は
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の

大
盛
況
で
し
た
。

　

前
回
ま
で
は
ふ
る
さ
と
千
代

会
終
了
後
は
帰
途
に
つ
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
研
修
旅
行
に
切
り
替
え
、

委
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　

翌
日
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
ソ

ラ
マ
チ
タ
ウ
ン
視
察
と
、
山
梨

の
リ
ニ
ア
実
験
線
で
目
の
前
を

時
速
五
百
㎞
で
走
行
す
る
リ
ニ

ア
の
ス
ピ
ー
ド
と
走
行
音
の
迫

力
に
驚
き
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
千

代
会
が
都
市
部
と
地
方
の
接
点

に
な
り
交
流
人
口
が
増
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
千
代
の
棚
田
が
飯

田
市
出
身
の
方
々
の
田
舎
の
原

風
景
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
保
全
活
動
を
継
続
し
、
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
て
き
ま
し
た
。


